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平成２８年１１月４日 

塩尻市企画政策部企画課統計係 

 

 

平成２７年１０月１日現在で実施された国勢調査の「人口等基本集計」が総務省統計局より公表されました。 

 

平成２７年国勢調査 塩尻市 世帯数・人口 （人口数：県内１９市中８番） 

世帯数 人口総数 男 女 

２６，３５０世帯 ６７，１３５人 ３３，３４７人 ３３，７８８人 

 

 

 

 

 

平成２７年１０月１日現在の本市の世帯数は、２６,３５０世帯となり、前回調査に比べ１，２５８世帯  

（５.０％）増加しました。人口は６７，１３５人となり、前回調査に比べ、５３５人（△０.８％）減少し、

１世帯あたりの人員は２．５人で、前回調査の２．７人から０．２人減少しています。 

前回に引き続き、世帯数は増加、人口減少率△０.８％は前回の減少率△１.０％から上昇し、減少幅は緩和

されています。 

 

国勢調査 世帯数・人口の推移 

各年 10月 1日現在 

年 世帯数 
人 口（人） 人口増減

数（人） 

人口増減

率(％) 

一世帯あたり

人口（人） 総 数 男 女 

昭和 55年 14,826 52,711  26,009  26,702  5,290 11.2  3.6 

昭和 60年 16,118 55,960  27,752  28,208  3,249 6.2  3.5 

平成 2年 17,191 57,331  28,370  28,961  1,371 2.4  3.3 

平成 7年    19,974 60,481  30,131  30,350  3,150 5.5  3.0 

平成 12年 22,395 64,128  31,904  32,224  3,647 6.0  2.9 

平成 17年 24,860 68,346  33,909  34,437  4,218 6.6  2.7 

平成 22年 25,092 67,670  33,533  34,137  △ 676 △1.0  2.7 

平成 27 年 26,350 67,135  33,347  33,788  △ 535 △0.8  2.5 
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１ 世帯数・人口   

 

平 成 ２ ７ 年 国 勢 調 査 結 果 （ 確 報 ） 

塩 尻 市 の 世 帯 数 及 び 人 口 

（人） 
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 ３区分人口構成割合は、年少人口が８，６９２人で全体の１３．０％、生産年齢人口は４０，１７５人で   

５９．９％、老年人口は１８，２０３人で２７．１％となっています。（年齢不詳者を除く）それぞれの年齢

３区分割合の推移を見ると、年少人口と生産年齢人口は減少を続けており、老年人口は増加が続いています。 
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６５歳以上

 

 

☆ 県下１９市中 生産年齢人口割合１位・老年人口割合１８位 

県内１９市中、本市の生産年齢人口割合（５９．９％）は最も高く、老年人口割合（２７．１％）は１８位

と低い数値となり、年少人口割合（１３．０％）は１３番目でした。 
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２ 年齢３区分人口構成の推移 

 

（％） （％） 

県下１９市の年少人口・生産年齢人口・老年人口の割合 
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平成２７年 

１９市 年少人口割合  

平成２７年 

１９市 生産年齢人口割合  

平成２７年 

１９市 老年人口割合 

順

位 
市 ％ 

 

順

位 
市 ％ 

 

順

位 
市 ％ 

1 茅野市 13.9 
 

1 塩尻市 59.9   1 大町市 35.3 

2 駒ヶ根市 13.8 
 

2 松本市 59.8 
 

2 飯山市 34.7 

3 伊那市 13.6 
 

3 長野市 58.3 
 

3 岡谷市 32.5 

4 松本市 13.5 
 

4 茅野市 57.8 
 

4 千曲市 31.4 

5 飯田市 13.5 
 

5 諏訪市 57.7 
 

5 飯田市 31.3 

6 佐久市 13.3 
 

6 東御市 57.7 
 

6 小諸市 30.4 

7 東御市 13.3 
 

7 上田市 57.7 
 

7 須坂市 30.3 

8 諏訪市 13.2 
 

8 佐久市 57.7 
 

8 伊那市 30.1 

9 中野市 13.2 
 

9 中野市 57.4 
 

9 安曇野市 29.9 

10 長野市 13.2 
 

10 安曇野市 57.1 
 

10 中野市 29.5 

11 須坂市 13.1 
 

11 小諸市 56.9 
 

11 上田市 29.3 

12 安曇野市 13.0 
 

12 駒ヶ根市 56.9 
 

12 駒ヶ根市 29.3 

13 塩尻市 13.0   13 須坂市 56.6 
 

13 諏訪市 29.1 

14 上田市 12.9 
 

14 千曲市 56.3 
 

14 佐久市 29.0 

15 岡谷市 12.7 
 

15 伊那市 56.3 
 

15 東御市 28.9 

16 小諸市 12.7 
 

16 飯田市 55.2 
 

16 長野市 28.5 

17 千曲市 12.3 
 

17 岡谷市 54.8 
 

17 茅野市 28.3 

18 飯山市 11.3 
 

18 飯山市 54.0 
 

18 塩尻市 27.1 

19 大町市 10.9 
 

19 大町市 53.8 
 

19 松本市 26.7 

 

 

 

 

 

県内１９市中、人口が増加したのは松本市だけでしたが、本市は前回調査に比べ人口増減率は△０．８％で、

２番目の少なさとなっています。 
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３ １９市の人口増減率 

Shi 人口増減率 

 
平成２７年国勢調査 １９市の人口増減率（対平成２２年国勢調査） 
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人口集中地区(※)は、都市的地域の特質を明らかにする統計上の単位として、昭和３５年の国勢調査から設定

されました。大門、塩尻東、高出の一部の地区と広丘地区、吉田の一部の地区の２つの人口集中地区があり、今

回の調査では２つの地区を合計すると３６，１８６人で、前回調査に比べ８４２人（２．４％）増加しました。 

平成１７年以降の調査から総人口が減少する中、人口集中地区においては引き続き人口が増加しています。 
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『※人口集中地区』…人口密度の高い調査区（原則として人口密度が 1ｋ㎡当約４，０００人以上）が隣接し

ていて、調査時に人口５，０００人以上を有する地域を構成する地域 

 

 

 

 

男女別人数は、男性３３，３４７人、女性３３，７８８人で女性が４４１人多くなっています。それぞれの

年齢ごとの人数をグラフ化したものが次の「人口ピラミッド」になります。１９８５年の人口ピラミッドの形

は橋の欄干に乗っている擬宝珠（ぎぼし）のような形をしていましたが、３０年経過した現在は、第１次ベビ

ーブームの世代が老年人口の時期となり、第２次ベビ－ブ－ムの世代が生産年齢人口の中核となるなど、壷の

ような形となっています。老年人口は、１９８５年に７，１８０人だったのに対し１８，２０３人      

（１５３．５％）年少人口は１３，１０９人に対し８，６９２人（△３３．７％）となり、本市においても今

後さらに少子高齢化の傾向が進むと推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 年齢別男女別人口（人口ピラミッド） 

４ 人口集中地区の増減 

人口集中地区人口の推移 

 

 

人口ピラミッド比較 
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 国勢調査は住民票の有無に係らず、１０月１日現在、本市に居住する人全員（外国人を含む）が対象とな

るため、住民基本台帳人口とは基準が異なります。 

また、前回の国勢調査人口（６７，６７０人）をベースに、毎月の人口異動を加減した毎月人口異動調査の

人口が一つの目安となります。 

本市においては、住民基本台帳人口を下回ったものの、毎月人口異動調査の人口を上回るとともに、塩尻市

人口ビジョンの目標人口、国立社会保障・人口問題研究所の推計人口を上回りました。 

 

（基準日：平成２７年１０月１日） 

項 目 世帯数（戸） 人 口（人） 

国 勢 調 査 ２６，３５０ ６７，１３５ 

毎 月 人 口 異 動 調 査 ２６，２１４ ６６，８８１ 

住 民 基 本 台 帳 人 口 ２６，５７７ ６７，６０４ 

塩 尻 市 人 口 ビ ジ ョ ン － ６６，８６６ 

国立社会保障・人口問題研究所推計人口 － ６６，４９４ 

 

 

 

 

 

 

（１）平成２７年１０月までの５年間の毎月人口異動調査では、自然動態（出生・死亡の差）による減少が   

４７７人であり、国勢調査の人口減少（△５３５人）の主要因と考えられます。 

 

（２）外国人人口は、平成２２年（１，３６４人）から平成２７年（１，０９１人）までで２７３人減少     

（△２０．０％）しており、人口減少の要因です。 

 

（３）一方、人口集中地区の人口は、平成２２年（３５，３４４人）から平成２７年（３６，１８６人）にか

けて８４２人増加（２．４％）しており、この地域を中心に社会動態の増加が自然減少や外国人の減少を

カバーしていると考えられます。 

 

これらは、国勢調査人口が、人口ビジョンや推計人口を上回った主要因と考えられますが、今後も、順次総

務省から公表される調査結果について、県と連携しながら独自に詳細な分析、検証を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 推計人口等との比較 

 

７ 現在考えられる人口動態傾向 

 


